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㧞㧱㧜㧠 

ᣣ本型リサー࠴アドࡒニストレーターの人材⢒成についての考察 

 

 
٤દ⮮ િ（᧲੩ㄘᎿ大学） 

 

 

 
㧝．はߓめに 

࿖内の大学でリサー࠴アドࡒニストレーター（㨁㧾㧭）の制度ዉ入が本ᩰ化している。㨁㧾㧭とは、

研究開発にච分な知を持ち、大学等において、┹的⾗㊄のડ画↳⺧、ណᛯ後のプロジェクト▤理

ᡰេ、知的財産のマࡀジメント等にᓥ事するኾ㐷人材である。☨࿖ではඨ♿を超えるᱧผを有する。

නに研究に係る行手続きを行うというᗧではなく、ኅにኻする✬集⠪のようなሽ在と例えられる

こともある。ඳ士ภ取得⠪やᴺᓞ⚻༡等のኾ㐷知⼂を有する人材等が想定されている。 

㨁㧾㧭の制度ዉ入は、大学等における効₸的な研究マࡀジメント体制の確┙に⾗するとともに、研究

⠪が研究にኾ念できる環境整につながり、大学等の研究ജの向上、引いてはイノベーションଦ進にነ

与することが期ᓙされている。 

ᐔ成 �� 年㧥の「イノベーションଦ進のための産学ቭ連携基本ᚢ⇛」（⑼学技術学術ክ⼏会）では、

࿖は、大学等が必要とする㨁㧾㧭の⢒成確保をᡰេすることが必要であるᣦがឭ⸒され、ᐔ成 �� 年

度には、文部⑼学⋭の「リサー࠴アドࡒニストレーターを⢒成確保するシステムの整」事業がᆎ

まった。�� 年度には᧲੩大学、㊄ᴛ大学等の㧡大学、⠉ �� 年度には大㒋大学や╳ᵄ大学等の㧝㧜大学

がណᛯされた。ฦ大学は、文⑼⋭のഥ㊄をᵴ用して、㨁㧾㧭を㓹用し、ᵴ動を進めている。同事業で

はㅜ、㨁㧾㧭に必要な能ജをᮡ準化する「スࠠルᮡ準」の成、㨁㧾㧭の業ോㆀ行能ജ向上に⾗する

研ୃᢎ⢒プログムの成を、それぞれ᧲੩大学、早Ⓑ田大学がᆔ⸤事業として進めている。⁛⥄に

予▚ភ⟎して㨁㧾㧭を㈩⟎している大学もみられる。 

こうした動きがᐢがるにい、㨁㧾㧭の人材⢒成の必要性がᕆ速に高まっているが、体系だった人材

⢒成の体制整は✜に付いたばかりである。しかも、㨁㧾㧭の業ോがᭂめてᐢ▸なうえ、コーディࡀー

タや研究ᡰេにᓥ事する事ോ⡯ຬ等、㨁㧾㧭の業ോを部分的に担っている「類ૃ⡯」がሽ在することも

あって、人材⢒成に᳞める機能やౕ体的な内ኈについて関係⠪のイメージが多様である。制度ዉ入した

大学等であっても多くの場合、⹜行㍲⺋の段階とᕁわれる。 

そこで、࿖内における㨁㧾㧭の人材⢒成の手ᴺ及び課題について考察する。 

 

㧞．人材⢒成のモデル化 

㨁㧾㧭の業ോは、┹的⾗㊄₪得前（プレアࡢード）の情報集やડ画↳⺧から、┹的⾗㊄₪

得後（ポストアࡢード）の予▚事ോ設等の▤理、知的財産マࡀジメント、研究成果の取りまと

め発信までプロセスో体がኻ⽎となり、ᭂめて多様である。学内ᄖの組❱との調整連携ᷤとい

った業ോも多い。 

㨁㧾㧭の人材⢒成を体系┙てて考察するには、㨁㧾㧭業ോの㧝つにߍられている知的財産分㊁や、

㧵㨀の分㊁でណ用が進んでいる「スࠠルᮡ準」の手ᴺが役┙つ。スࠠルとは、実㓙の業ോㆀ行に必要な

実ോ能ജであって、「知⼂、技能の▸࿐」とその▸࿐における「᳓準（レベル）」から᭴成される。「ス

ࠠルᮡ準」は、スࠠルを体系化したᜰᮡであり、「知⼂、技能の▸࿐」と「᳓準」を明確にすることで、

Ṽὼととらえがちな実ോ能ജを判断しやすくする。⢒成される人材と、⢒成する上มのᣇが実ോ能ജ

をᛠីすることで、人材⢒成の目をዉき出す⁓いである。 

ౕ体的には、Ԙスࠠルのᛠី、ԙ⢒成の目ᮡ設定、Ԛ研ୃᢎ⢒の実施、ԛ研ୃᢎ⢒の評価（達成

度の判定）のプロセスで実行し、これをㆡቱ、➅りす。スࠠルのᛠីや目ᮡ設定には、⢒成される人

材と、⢒成する上มの間のච分なし合いが必要である。また、⢒成する組❱にとっては組❱ో体のス

ࠠルをᛠីすることで、組❱ో体の人材⢒成や人材㈩⟎の最ㆡ化に役┙つ。⢒成される人材にとっては

  。リアᒻ成の目ᮡ設定が可能となることが期ᓙされるࡖࠠ

㨁㧾㧭のスࠠルᮡ準については、前ㅀしたように᧲੩大学が策定を進め、早Ⓑ田大学がそれを〯まえ
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た研ୃᢎ⢒プログムの整を進めている。 

ここでも、検討されている上⸥スࠠルᮡ準の業ോ分（㧩知⼂、技能の▸࿐）24 項目を用してモデ

ル化を検討する。検討中のスࠠルᮡ準では、24 項目を「リサー࠴ディベロップメント」、「プレアࡢー

ド」、「ポストアࡢード」の㧟つの大分に分けているが、ここでは、大学間で共通性の高い項目と、大

学の取組上の特⦡が強く出る項目の

㧞つに分けることとする。 
ᣣ本の㨁㧾㧭の業ോ▸࿐がᭂめて

ᐢ▸な上、ో ࿖の大学は、規模や┙

条件、学部研究⑼等の組❱᭴成、設

⟎ᒻᘒがᭂめて多様であるため、必ὼ

的に㨁㧾㧭業ോのജὐが大学によっ

て大きく⇣なると予想されるからで

ある。 
また、文部⑼学⋭の事業⥄体が 2

年目のᐔ成 24 年度集に㓙して、多

様性を確保するため、Ԙ⇇的研究

ὐ整、ԙኾ㐷分㊁強化、Ԛၞ⽸

献産学ቭ連携強化の㧟種類の事業タ

イプを設定しており、多様性を組みㄟ

んだ体系化がᦸましいと考えられる。 
結果は、㧝の通りである。早Ⓑ田

大学がో࿖の大学の研究担当理事や

学部㐳、産ቭ学連携部ዪ㐳、事ോ部㐳、

▤理⡯等をኻ⽎に実施したアンケート調査（࿁╵ 93 件）に、上⸥ 24 項目にኻᔕした「リサー࠴アド

㛎」に関する設がある。必要との࿁╵が多か⚻能ജ⼂ニストレーターに必要だと考えられる知ࡒ

った 14 項目を「共通」、少なかった 12 項目を「特⦡」に分した。 
᳓準は、「基␆」と「発展」の㧞段階とした。現実には᳓準は多段階であり、㨁㧾㧭の階ጀとしても

㧟段階以上を設定している大学も少なくない。しかし、ここではౕ体的な⢒成手ᴺを検討していくこと

が⁓いのため、最少の段階とした。また、᧲੩大学が、連携する研究大学 11 ᩞ（㧾㨁11）の㨁㧾㧭類

ૃ⡯をኻ⽎に調査し、45 ᱦ以上をシニア、45 ᱦᧂ満をジࡘニアとして分したところ、シニアの仕事

のᘒ様はより高度なものであるが、シニアのࠠࡖリアは㨁㧾㧭類ૃ⡯としてⓍみ㊀ߨられたものではな

いことが確認された。これは、㨁㧾㧭類ૃ⡯がࠠࡖリアのὐで、㧞つの大集࿅に分けられることを示唆

する。このὐからも᳓準の㧞段階は㨁㧾㧭業ോの現場実ᗵに近いようにᕁわれる。 
以上をまとめたものが図㧝である。ス

ࠠルో体を㧠つの㗔ၞに分類した。 
Ꮐ上は、業ോ分が共通、᳓準が基␆

の㗔ၞである。この㗔ၞは、すߴての㨁

㧾㧭がりに付けるߴき必㗇のスࠠルで

ある。⢒成手ᴺとしては、㨁㧾㧭類ૃ⡯

にኻして実施されていたฦ種の研ୃを

最大㒢に用できる。 
例えば、大学の知的財産本部や㨀㧸㧻

で᭴成する一⥸社࿅ᴺ人大学技術移ォ

ද⼏会は、ᐔ成 �� 年から「産学連携実

ോ⠪ࡀットࡢーࠠング（㨁㧺㧵㨀㨀）」

という人材⢒成とࡀットࡢーࠠングの

大規模イベントを毎年開しており、㧞

ᣣ間のイベントに ��� 人程度の参加⠪

を集めてきた。㧞のように大学技術移

ォද⼏会が開する㨁㧺㧵㨀㨀では、共

通 14 項目のうちⶄ数項目にኻᔕするセ

䋱．ᬺോಽのಽ㘃
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ッションが継続的に設定されているこ

とが分かる。 
この他にも特許ᐡは、知的財産に関

連する多様な研ୃを毎年実施している。

⑼学技術ᝄ⥝機᭴は、「目き人材⢒成

研ୃプログム」をᐔ成 �� 年度から実

施してきた。☨࿖の㧺㧯㨁㧾㧭（ో☨

大学事ോቭ会⼏）の研ୃや技術⚻༡（㧹

㧻㨀）分㊁をᆎめとする大学㒮の⻠⟵

も有ജなㆬᛯ⢇である。 
ฝ上は、業ോ分が共通、᳓準が発

展の㗔ၞであり、上位の㨁㧾㧭になる

ために必要なスࠠルである。一段とኾ

㐷的な知⼂が必要なため、ケーススタ

ディ（Ṷ⠌）やᐳ学はଐὼとして㊀要

であるが、ਥ体的に課題をᛠីし、解

決ᴺをつけ出す⚻㛎がਇ可ᰳである。

このため、㧻㧶㨀（On-the-Job Training）が有ജな⢒成手ᴺになる。 
Ꮐ下は、業ോ分が特⦡、᳓準が基␆の㗔ၞである。大学の研究ᚢ⇛がᤋされるように㊀ὐ的に⢒

成する項目をㆬび出す。᳓準が基␆のため類ૃ⡯にኻして実施されていた研ୃをㆬᛯ的に用すること

が有効である。さらに、大学に特徴的な知⼂や手ᴺ、その⢛᥊にある考えᣇをりに付ける必要があるた

め、組❱内の㧻㧶㨀を⋓りㄟことになる。大学の特性をよく理解しているర研究⠪やත業生等をメン

ターとして㧻㧶㨀に参加させる手ᴺも考えられる。 

ฝ下は、業ോ分が特⦡、᳓準が発展の㗔ၞである。大学の特⦡がᷓ化するため、ᐳ学を中ᔃに

したᣢሽの研ୃではㆡ合しない場合が多く、㧻㧶㨀が有ജな⢒成手ᴺである。組❱内で㨁㧾㧭が相研

㐭する߶か、特⦡が類ૃしている他の組❱で㧻㧶㨀をすることも想定される。 
このモデルでは、Ꮐ上からฝ下に向かって、文┨や図、数ᑼ等によって⺑明現できる「ᒻᑼ知」

から、そうした⺑明現の㔍しい「ᥧ㤩知」へ中ᔃ的な知⼂の性ᩰがᄌ化する。「ᥧ㤩知」をવえる

有ജな手ᴺである㧻㧶㨀は、ౕ 体的な業ോၫ行を通ߓて、実ോ能ജを⢒成する手ᴺであるため、ᗧ図的

計画的継続的に㨁㧾㧭をᜰዉഥ⸒する上มがਇ可ᰳである。㨁㧾㧭組❱にㆡ切な業ോ項目を担う上

มがいなければ、学内の類ૃ⡯における「ᥧ㤩知」をᵴ用することも有効であろう。 
また、Ყセ的規模がዊさく、න⁛で㨁㧾㧭の人材⢒成を進めることが非効₸な大学は、特⦡がૃてい

る大学や高めようと考えている業ോ▸࿐が近い大学等と連携して、プログムを実施するᎿᄦが必要で

あろう。 

 
㧟．課題と展ᦸ 

当㕙は前ㅀした᧲大や早Ⓑ田大等の取組を手ដかりにฦ大学で⹜行㍲⺋を続けながら、ᣣ本型㨁㧾㧭

の人材⢒成についての共通認⼂がᷓまっていくものと予想される。 
今࿁のモデル化は、知財人材スࠠルᮡ準のような⚦かつ♖✺な手ᴺには㆙く及ばないが、こうした

⹜行㍲⺋の状況では、理解にᤨ間がかかるⶄ㔀なᨒ組みを当初からዉ入するよりも、ⷰがኈᤃな検討

の「たたきบ」が必要であると考えたからである。 
今࿁のモデル化でも㊀要な役割を果たす㧻㧶㨀にਇ可ᰳな上มの確保は大きな課題であり、すでに多

くの大学で課題が顕在化しているとᕁわれる。㨁㧾㧭類ૃ⡯から上มをណ用することも考えられるが、

上位の㨁㧾㧭が実ോを通して相研㐭することで、「上มが⢒つ」ことが現実的だろう。つまり、この

モデルで「発展」にりを⟎く㨁㧾㧭は、⥄ら学び、組❱内の他の㨁㧾㧭にᅢᓇ㗀を与える必要がある。

特に部下の㨁㧾㧭にኻしては模▸をせ、⺑明し、行動にഥ⸒やᜰዉしていく能ജの⠌得も᳞められて

いくだろう。 
さらに業ോ分のฦ項目に内൮されるコࡘࡒニケーション能ജ、⺆学ജ、ද調性、現場で状況や文⣂

にᔕߓてㆡᤨㆡ切に判断する能ജを✚合的に⢒成していくⷞὐもᰳかせない。 
㨁㧾㧭の人材⢒成は、大学等における研究ផ進体制の強化に⾗するのはもちろん、⧯手人材のࠠࡖリ

アࡄスの一ഥとなり得るものである。スࠠルᮡ準のプロセスは次年度以㒠に➅りして初めてᗧをな

⎇ⓥ୶ℂ

䂾⋉⋧䊶ᬺ
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す。そもそも人材⢒成は中㐳期的な⹜みであり、⢒成される㨁㧾㧭の動機付けのⷞὐからも中㐳期的な

計画がਇ可ᰳである。ฦ大学等の特⦡や実ᘒにᔕߓた㨁㧾㧭の人材⢒成とその効果的な㈩⟎が連動し、

中㐳期的に確┙したシステムとしてㆇ༡されることがᦸましいと考える。 
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